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ら
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ま
で
の
宮
中
・
社
寺
・
民
間
の
年
中
行
事
を
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羅
し
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図
粛
館
三
階
閲
覧
室

年
中
行
事
と
は
、
一
般
に
、
一
年
の
う
ち
で
、
一
定
の
時
期
に
慣
例
と
し
て
行
な
わ
れ
る
公
事
。
も
と
は
、
宮
中
で
行
な
わ
れ
る

も
の
を
い
っ
た
が
、
後
に
は
、
民
間
の
行
事
・
祭
礼
に
対
し
て
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
回
は
、
年
頭
に
あ
た
り
、
年
中
行
事
関
係
の
書
物
を
展
示
し
て
み
た
。
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平
安
時
代
の
年
中
行
事
と
い
え
ば
、
宮
中
の
年
中
行
事
が
主
で
あ
っ
た
が
、
朝
廷
の
衰
微
と
共
に
、
そ
の
朝
儀
も
す
た
れ
て

い
っ
た
。
し
か
し
、
朝
儀
と
し
て
、
そ
の
盛
儀
を
後
世
に
残
す
も
の
に
、
年
中
行
事
絵
巻
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
幾
度
か
の
戦

乱
火
災
等
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
が
、
幸
い
に
模
写
本
が
伝
え
ら
れ
、
当
時
の
あ
り
さ
ま
を
生
生
し
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

田
中
親
美
氏
所
蔵
の
そ
の
模
本
を
二
分
の
一
に
縮
写
複
製
し
た
も
の
が
、
本
書
で
あ
る
。

第
一
巻
は
、
正
月
は
じ
め
の
朝
観
行
幸
で
、
天
皇
が
、
仙
洞
御
所
に
父
の
先
帝
を
お
訪
ね
し
て
、
年
賀
の
御
拝
を
な
さ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
公
卿
の
出
迎
え
の
さ
ま
を
、
描
図
の
中
心
に
、
町
中
の
庶
民
の
姿
も
、
い
き
い
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
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尾
張
・
熱
田
地
方
の
年
中
行
事
を
精
細
な
彩
色
描
写
で
あ
ら
わ
し
、
解
説
を
加
え
た
も
の
で
、

も
、
多
度
大
権
現
祭
礼
の
由
来
を
同
じ
く
絵
入
で
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
．

所
掲
は
、
尾
張
の
琵
琶
島
川
の
河
原
で
行
な
わ
れ
る
左
輯
娯
芹
の
図
。
左
義
長
は
、

し
め
飾
り
な
ど
を
焼
く
行
事
。
ど
ん
ど
焼
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は
じ
め
の
何
丁
か
が
欠
け
て
い
る
°
紫
痕
殿
の
賢
墨
図
御
障
子
お
よ
び
清
涼
殿
の
年
中
行
事
御
障
子
文
に
つ
い
て
記
載
さ
れ

て
い
る
。
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典
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、
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宮
中
の
年
中
行
事
お
よ
び
民
間
の
年
中
行
事
を
あ
わ
せ
て
略
説
し
、

ぶ`
t

困
？

い
る
。

所
掲
は
、
ぶ
り
ぶ
り
毬
杖
の
図
で
、
子
供
が
手
に
持
っ
て
八
角
形
の
毬
杖
を
ふ
っ
て
、
球
を
打
つ
。

ぴ
に
な
っ
て
い
る
。

「
多
度
祭
礼
之
記
」

そ
の
由
来
を
説
明
し
て

一
種
の
魔
除
け
が
、
遊

ま
た
季
節
の
風
物
な
ど
も
、
解
説
し
て
い
る
。
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